
岡山県教育庁義務教育課

学力向上対策班

協同的探究学習モデル事業授業公開

～知識・技能の習得と活用の調和的な育成に向けて～

令和２年度



進 行

２ 授業参観

３ 開 会

４ 研究協議

５ 指導助言 東京大学大学院教育学研究科
藤村 宣之 教授

６ 閉 会

１ 説 明「協同的探究学習モデル事業について
教育庁義務教育課 学力向上対策班
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本事業の趣旨
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知識及び技能の確実な習得に加え、思考力、判断力、
表現力等を育成する授業改善が必要である

協同的探究学習モデル事業が目指すもの

全国学力・学習状況調査_全国平均との差の推移
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できる
学力

わかる
学力

解法が１つの問題

何度も繰り返して

できる

多様な解法がある
問題

知識や考えを活用
して

わかる

手続き構成・適用学習 協同的探究学習

①例題の提示
②解き方の構成・確認
③個別練習

①問題の提示
②個別探究（自分の意見を持つ）
③協同探究（互いの意見を関連付ける）
④個別探究（自分で使う）

２つの学力

相互に関連付けながら育成することが求められています。



単元計画
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各時間の主たるねらいに応じた配置とします。



単元計画
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わかる学力 既有知を活用して単元の本質に触れる

わかる学力 単元の学習内容を活用して問題を解決する

できる学力 単元の学習内容を反復して身に付ける

各時間の主たるねらいに応じた配置とします。



授業構成
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個の問題解決を関連付けて本質を追求し、発展的な問題で定着度を確認します。



授業構成のポイント
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個の問題解決を関連付けて本質を追求し、発展的な問題で定着度を確認します。

導入問題

個別探究①

多様な思考が可能な問題

解法の方針や理由を記述させる

協同探究
【発 表】 理解しやすい順
【関連付け】 共通点等で分類
【本質追究】 一般化

展開問題

個別探究②

導入問題をやや発展させた問題

協同探究を踏まえ、問いで深める

めあて（目標）を示す

自分で考え、表現する
時間を確保する

学習内容をまとめる

目標の達成度を確認する

授業の振り返りをする

【学習の流れ】 【指導の留意点】 【授業５との対応】


